
156.松原内湖出土の

琴響の復元その2

次に、地輸の~~でI~めだった、 'r6;îifi乎前に江主!すた絞

イしに令絞をi近J反射状にM制していた憐j立脱出について

触れて勾こう。 j上1111 号与の平均135起1111
'
1附は 5センチ，

服部も 5 センチ。ぷìJ~ 2 -1;.事1!1;I:.ド均ではないが5提起liiJ

'TfrI 4センチ、 3iト呼{ま 4.5センサを，i!'る。この偏で泡

!iîi まで平行に絃を 'JI( ると、 ~t と絞のlþ日が広すぎて 、 述

J行のjs.ia'rl:を欠<11\1 の~i.I.けた当日~hVtiみになってしまう。

さらに、決定的なことは、このl隔では HU音の多絞

来日告が~!~;Q~とする奏法、グリヅサントができない。こ

の欠点を解決して織かな1Hて'i，代人の工夫、知忠の郷

をII;えてくれたのがj上rn1 ~;・亭Fである。すでに、 i土問

1 ';;.~rがi7!:lIl'l;!Ý 1)予iitrに、たて1<:6.5センチの絞イLを

設けている二とを特記したが、二H(こ4主主を絵縛する

と、~r.'が巡指する!な況の絞問4品l\ 2センチ、 5経を給

量毒すると1.5センチほどとなり、‘11.安11年代から現代に

うE る ~f.ごとか、グリッサン下を主奏法とする和琴の主主

問恥，j1.7センチに>.!.uう.したがって、 地姶の琴に見

た m~fl:ffリの絞.fLr立、日起J析とグリ y 叶ンド若手法をJ容易

にする丁.犬、そのHI.i1iを7H質的に1<わしたものだと解

いた。 j法にii!;ldの絞!日l中日を大きく取ったのは、年fごと

か約1停の努!.t-l十件j立が4ゎ、総1I11 '~Î，iで訓絃できる工夫をし

た i必 y 't~\'1.であるのに対して、 ， ' i代の午れ~iI'iJ立が憾の

)1;~、づんぐりした UI)杉なので、 ;i/.\l~&:に当って 1よい絃In1

~IMを必J災としたこと、加えて大きい午板にす判的(平!(j~涙)

を取り付けて、~，かな δ~i，tを1ゅようとしたT.大だと解

、、fこ.

Zヂと苦手~k木，.Ud， とかJdi愉の作 è ~JIlに.菩予約 tjlf本で III

土している例も多〈はられる. J}~ liñ Ht.の111}に立てて

可動するニとにより、 11((.) ;"，'尚を作弘l'{!I，られる険~

をもっ喜子t.l 7')<比つかれば、 そょに t'f l~'停をもっ停が下訂正

していた ζ とと、をFそのしめの JFW:; を 、 宇佐め l附と ï~~

さからI七市立NIII¥する ζ とし不11)・11ちではない. JlfU~I) j~ wl); 

とみ1(1，j立幼:のはかに、 'iolJJjJ同級|目。!係il'HUr.11f.事IH苦手b

( i謹賀県教行委~1 会、 1973.3) をはると 、 6 世紀後半
.‘. 

の Itf，[;'~Ã; から喜子H:1'J' 1 ff.'jずつ/I ~ 1:したニとが限告され、

実務IJfX1が掲げられている.こ iιを閃 5-1、2に表わ

した。他に、 f本総USIぷ凶5:A・j!i:却を山i{U'，;iJ史料tl'l27

IlIt (奈良倒立文化財~)f}'tf~r 1984 )があって j'i:lTt.であ

るo ~安良坂 lU守跡 21'[(. 7 t吐紀中襲。除原点紀寺跡2

腕、 7世紀後染.'I(城抑制;7Hi.. ード城l;~i事 4 "1. .W凋

点跡2f長o ~1!'iX 1主;跡 Z 帥の "J:tt..介:t'19f{tの党側報F?

と実測同をぬげている.したが勺て大{I，(の浮がnJ¥、ら

れていた二とがわかる.しかし、事件i，令休の形状を観

察してみると大小様々で似の仏・ぃ丈の{Iい、山形が多い.

長岡京湖:から)El泌さ uた本?~ l昨号4511 がIt~ もおく 3.5

センチ、しかしその判I立6.5センチ.したがって形式

化さ札ない思い思いに作られた昔日日;人力いかえると 151

始的形態から依it~ i しない「やまとる'~J がまだ存{" し

ていたらし LU たとえ (1、 1'~16 に1.<.わした上うに.子

.lJ&iI'( i-A'からヲミlと511:(828)の:I;.j川Ji.とJI<に光州された

木部喬 ~'4517の l\リ巨l阜、 'Þi，i 6センチ、 I'，':id 1.4セン千。

平安以ゐ': J}( IJgd，から発Jl:tl された ~~?li.ft干ひ4518の予H.[・{車 、

脳 7センチ、sl'JJさ 1.7-l.:ンチというものすごく似のμ:

いもので、 Ijil，1己保浜法跡If'o
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7七ンチという帆広でIl¥;ぃ

山引の匁肢をmいたのだる

う.侭:たなJHといえないこ

と L ないので、丘;、、経問~
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たのかも知れないe とはい
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て、大臣!の[Jil'.j:1ニì(I，じた HI也をもっ~;i以下 6 役人の下

に、歌人、欧!x、泌向li、蛇f，IUなど 500余人が規模を誇

っていたし、 EE武天!~(724-749)のiïi愛品、あるいは

大仏出IIlH725)時の献物などを紛J命で封じた正倉院に

残された~illiI}手、たとえば 6 絞の和努1O~長、 13伎の等

4面と現行と同じ逆Y'I':型の琴位3倒.12絞の新緩琴

3而と逆Y'i:型の勾純2HIlO例などを見るとき 、それ

らが殿上人や推楽伐の役人をf!t1介としてdi民に行きわ

たリ、'1'創I.~I~ を迎えるItiにはそれを月3 ぃ fこ。古代日

本の中艇部Ilî 、後J.'!、ボ持11の rlil~にふさわしい完熟し

た-tf~!日があふ tιていたと且lわれた。しかし、 『本宮詩集

1ぷ凶jJ . 近畿，J j代t~iJ .の19Miの琴牧は占的l時代以前と

同 じ紙が広<:1..:の低い111'¥'1なのである。したがって、

市民の燃しんだれfW!<7)中に、オクターヴに満た ない 5

1立、あるいは以 6J!t以内で作る縦~:Itの "fk)~7と、それを

彩る「やまとをんからなる未成熟な711楽が存恋してい

たらしb、. lìíl;m，il~ 3 ' ~i!.:fkJ'I':'J は ζ のよ とを義付てく

れた。 JJJIえて、これら収益忠なことだが、議li苦;tの形が定

まっていなか勺たという立外な'炉実、 史i'~で言及でき

なかった部分を硫かな!彩で匁lらせてくれた。それにし

ても 、Ifi.始的「やまと呼J がjffilじして形式化されたと

巧・えられる祁匁と、 "'1主iから移入された琴ZjJの音楽と

別に、 d米のままの「やまと浮J をmいた音楽があっ

て、 9世紀、平安時代になってむ勢力をもって市民の

間に生き残っていたとは。

3.縄文時代・松原内湖出土の琴.

J R点ilu:i立線瀬凶駅JIiJからパスに采って15分ほどの

所に滋ri以i里総文化財センターがある.正面玄関を入

って受付窓口をjJ[jると、すぐ!提示ロビーだが、そこに

滋r{~ll~j去十U， lî伶J';iJ1~ì，却l遺跡地、ら 11はこした縄文|時代の絞

楽総と巧・えられる 、 2 突起と4fl~1の抜苦1) した透干しをも

っ出品が桜iJ~ されていた。それは彩色さ札た絞製品だ

が、{以干t=材lにあ っ た、 I~~ イ1: ìJl[によ勺てであろう、 m<

美しく光る~物を十l(比した。なぜか、いつま でも印象

に減るその!~，\~、光は、もしかしたら倒I !ε を誇る作者、

縄文人のl肢の部Itきだったのだろう か…ぃ

出土状況を記似した、 'iiiJ"O'll文ニュース首'180号』

(1987iド11J-l30 1:1 )をはると、 q;-iJiiJ:跡の特徴は、旧

内i却!といった地内的な環筏から地下水が常に豊富であ

ったため造物が良~1-な状態で伐っている。 ……今聞 、

(iiJim亦から 111土した縄文II.'fI~の弦楽器?と見られる木

製品{主、縄文時代後JU)から1晩期iにかけての遺物の包含

福中からt11十.して必リ、 L<さ43.7センチ、幅 6.7セン

チ、Jf!.き約 1センチをばかり、 lムー議院を使用し、へラ

状に削ってwJ~来い ñのま織には穴を 4 か所あけ、他万に

2本のツノ状の5提起を作リ :11している。また 、ζ の木

製品の特徴として、 3 つの逆宍角形を入札~f'にしたよ

うな形に 、さらに縄文11.1代の文憾の特徴であるやま形

文機と佑子女;線が刻み込まtl、一部に赤い顔科が伐つ

ている。

これまで同組のUI-l二物として、 Wti県八戸市ゑ川遺

跡から rへラ状木製品』とさ tlるi立物が(-敏点出土し

ているが.弦楽22であるらしいとした見解が出されて

いることから 、いまのところこの松原内湖出土のi立物

が弦楽?ad:(四弦勾)ではないかとも椴測されている叫

という説明があリ、リ伐と ~al'I1'j(1 をぬげていた。独特

の形状と文総会もつことで;H~i.'，，'， として {dlllifi売の zfJi い

実物と説明記・)'，、とくに4ffAlの裕子1)した透孔に興味を

引かれ、i七絞tl"楽学の予法て¥泌総としての可能性を

調べた。

手順として 、万J'!:とソl~m'lI刈 とノギスと叫 I;L を月l い、

主要寸法をi11・ると、会民43.7センチ、23た起をもっ司Z
~IÞI~6.7センチ、 t!i:lÌfi'111，12.2センチて\日íJ記、弥生、 ð

.lJllI与代の「やまと勾Ja持例よリ紛Il毛〈、特と僚の形状

比彩7，N1にー欽した。次に絃，泌総における機能の法

i~i ， BH波紋 L~ を知るため、 j韮イしから突起を |徐いた竜足

立おまでを.11・り 39.5センチを1!}た。次に 11持 1 の説明i~艇

で述べた手順にしたがって、すでに得たl指紋総長を譜

1-2の始めの音C背 {ド)に当てて、琴板上に音階

を総成させてみた.まず、 5&:の協初計で得られる G

管(ソ)の型高fμと、 4皮の協和tTで得られる F音

(ハ)の蹴吋LG的棋をいに 4伎の協和音で得

られる DTr-(レ}のFJ!~命 1ft苛の、~~:=JL (i~干し}からの

距緩をJ十算すると、 39.5X -*-=26.3 39.5X立=29.6~ ". ， ---.. ..，.，..， ~... 3 

39.5X号=35.1センチとなった.その寸法を抑lr)図上

にしるすと、凶 7に会わしたように、立外な相関関係

が自に飛び込み~r.~ とした.

r滋t'iJlll犬;ニュース』めJ己，)~、 「縄文|時代の文様の

特徴である、やま l移火:隙と ~íi J作文織が刻み込まれ-ffil

4ニ赤いI以来トが伐っている」と ， 1 3かれた 、 その ILI )f~の阪

|て、言いかえると 、31lAlある111形の知Jii佼iEと、 G普

F 泊二、 D??をしるしたbliiqが ピッタリ、寸法たがわず
2 3ト、ー欽しているのでめる。とよろで、会長の一 一 φ 句3、 4

1Iお!ばJIキの日やすとか'，'11)1) JMリとと・えられるがー炎起と
2 3 

絃干しから1'l!:lIflまでを取ったl削減紋以のす、τなのであ

る。そして、これをーJv，凝ったとしてむ、実illll図と同

じ寸法でjf;.べた側、 2つめ山l弘守点を比較観して

いただきたい.すなわち、庁階:fIrr;l，命Ji"nの3系数に順

列する号の悩11.、;怯むが偶然だと酬できないと思

う。このことから、唖然とか偶然といった夜定的なみ-

えを一応わきに巡いて、前"'1きに、この 4紘基Fの作者

が r3分tfl益法」に代表される音階理i論、絞長比計算

を気iっていて、あるいは、続験的知識なのかも知れな

いが、それを山形で-J;eわしたと仮定、さらに比較音楽

学による分析を続けてみた。そうすると、議 1で説明

した宵階を得るための，潟絃法、 4J.!tと 5J支の協和音を
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図7 ~健 ift~図・写真
ドIj、llfJ波紋を:J:l絞でさなければ

437-
3，2766/59049; 2.ろ'0

ヲレァトが立味をしないのでおか

しい。したがって何らかの方法、

糸fをさと耳1)のHi去で調位していた

にjia!いな、、このことをヒン Lに、

iヰぴ日本の縄文WIにむどって、 l洞

Jf{*f l:fや‘よI~Çする方法に I(H委関係

ある糸 L 糸を11占る伎術、科学につ

いてAベた。 rlit代理文ニュース』

用いるよりも科劾な、 ';;)]"，"、ユニゾンを用いて音階が

作れるし、町J変な~線、 l "立多?:tの勾{さん)繊造の

干'F(fが浮上してきた このことをn体的に説明してみ

よう.

まず、総をi手かせる IJ (J(Jて¥奏者の指位選方I旬、 経

孔織にその悩・ぱいの、 i毛さ20センチ、底辺幅6ミリ 、

f，_{j さ 8 ミリの宍角伎を~l (1'[/'句)として置く.次にJ音
cgする音，:・4、たとえば、治 1-2のct干(ド)(こ合わ

せてわた第 l舷の脱;刷、山形加号 (0レ}を

抑えて発脅する t11訴を、 ~2絞の琴件を移動させ、ユ

ン/ンにな勺たlれ削る.以ド1司じ手順で?(Fハ)、

す(Gソ)付11えて党務するtT，.3をね佐、第4紘に

ユニゾンでf~せ(.r;~l} 1 -2の持1:符を得るための調絞を

完了する o <1 ~立を I..J じ弧きで絞った場合、よれも似然

なのだろうか、琴l主はやま 'f;と絡 f文様をさけて子組

却に立つ。仙駒(制 1 申I~ 6ミリ 4ニよって.そのま

にぎi~ 3 ミリ IlfJJjxßH<が~~l くなってしまうが、 lÆJi命{症

に刈してil止やずれるま(Gソ)で+8セン l'. 和 音 ず

n;る。しかし「時よと勾 1が中11";干をともなわない続律

4総務なのでこの .f'~I'~ は I HlllJJないと忠うし、 i放出荷~!主によ

って協和訟を作 I}J"~，t，命他{立山に修正することが可能、

容坊であることはltうまでもな L、。

次に、 23足起と ii'WW~4 flfojの絃ヨしに1JUえて、理論{直

に 致する 3償|のdt(附 j.)をf年つ松原内i却IJLU土の「

へラ状木;~Jr~J の匁(さん)としての可能性を検討し

てみた。琴を成立させるにはお 1の条('1ーとして、 4伎

の [l~)}j文絞を liiJ も勺て湖舷しておかなければならない。

学肢は f>1!わな t、.バイオリンやニ三味線は糸捲きを砲し
L< 

て調節1.、午l.t章者(糸維~ )の微泌核によ司 7溺ま主す

る.しかし「へラ状木製品」にはそれがない.とはい

え、先進文化i舗にあったi崎狩の古代楽昔器、紀Ie肩百数千

年を見るとき、糸4をきのないハープだとかリュートが

多い。そのtJ'で、フレットを持つ糸tをさのないリュー

のいう縄文11免I¥JJ始めからJ此雌J切の

!J! I官、 l止川 j立跡について、 ~I'I*ìl~1

二日川山事fD，こ「へいI~木協は
アイヌ人のJ1J¥、るヒゲベラに似て

いるので、こめれがある。 19点あ

って)~ iíJ)に突起を作リ ，'-1:\ し文織を

調主1)するなと~J主ifuliに も訟をIIJ\、ている。 rll ヶ li{~遺跡で

もわれわれが 1例発品IIした。片、 水型4の'-;¥I.t5点什1-:1:

している。j武長のむのは 159センチ……J という記事

を見る。この中で、「ヘラ:1え木製品」と Jtに，'H土した最

長 159センチの弓l.t:[猛攻:で、 JÌÎf 日己弥'I:II，~代前期lの三重

県納rrfr遺跡でも 2点の九水づがw十.していた。したが

って、当時の人たち/)，nw，.1:. i，~を文えるのに比合った
強力な:~を持っていたわけで、その弓{止、了j交「やま

とを~~J の突起と r，;)じ椛迭の湾海{勺の陥i治にある.号誌
をかける突起) 1こ丈夫な糸を~き f・1・け、使用中ゆるま

ない工夫をして必袋とする鍬さに1J~るニとで出米上る.

そうすると、~にづ4立を ';1主る伐{frを応用すれば、糸tを

きが無くても「へラ状-1，滋，1むの 4 絞を，JI~絞すること

が可能と考えらIIた。それに公が{サいてみると、苦手の

杉(糸4をき)が宵:j~:~の微，J~~:'をにあって、 j占本的。減絞は
L'・4二、

そi.l以前、秒、絞I1 、 絞IU~、匁IÍIÎ 、 j1lt ざん 、 をへて琴
ゐ".・

1干の、 21，仰のliir足に 7絞をらさHIする段11告ですませて

いる ζ となどを巧・えるとき、可f白'j~色削ι'I(快|ドぜ

えると、糸4をさがなくても、/H[)止にかわる'尖起があれ

ば澗絞が可能なのである。ニの こと から、山代のフレ

ヮトを Lつ糸捲きのないリ ιートとかハーブの，JtL M 

くことが可能とな吋た。

ょのあたりで、現代のテクノロジ の光泡!て¥ぷよ

りf;JEI処を巧・え、事予にìÏ(した ， ' íf~ 中 間人と、糸と弓にj立

した織文人の知人~:と t主体j を J目、、て実験してみた。まず

rへラJ伏木製stIIJに似た平似を作り、 i毛11ft竺味線の 3

の糸(組、、絹糸)を 4~.宇土イしと i与以へり Iflll': 3開巻

き付けて結んだ よ大に、 li~ f;己ー f(l~t、駒(屯向)で主i'.

かせf二第 1絞を習を忽外111'にかサ、 4毛織4トペン・千でI:tき

んで引っ張リ、!J.tめの唱!;庁、 1削ニc.ド?守を得たとニ

ろで、引っ4たったまま突起似J己{こ 81111{さき付It、突起

先jfiに切リ込んf!r切リ留め JIニづ!っ併けて止め、 jft

びを 5セン千波して切リlf(った"以下1，.)じ手順で突起
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図8
の内側から第 2絞 D'レ昔、思Jjの突起

の内Ingから第 3絞 F・ハ昔、外側から

第4佐 G.ソ管に娘って、突起に巻き

{寸け、 「切り留めJ Iこ止めた.次に、

平板、駒、糸をな・じませるため時間を

蛮いて 4図、調絞をくり返した.ょの

結集、小さな平板なのにまずまずの音

前面@後萄@く〉
誌で、ド ・レ ・ハ ・ソ・ラ ・ド・レの

7音音階(移動ド)でTT識を縦しめる「縄文の琴」が出来

上った。数日、そして 1ヶ月たっても潟経は狂わなか

った。ところで、このあたりまで来て長時間に波って、

ぐっと深〈考・え込んでしまった。そのわけは、図 7に

表わしておいたように、れじ世I~いことなのだが、実誤IJ

図上、彼る定rr論系数、 4皮 +4)立に当る、 3分損益法。15

を10回くり返してのみ得られる、 39.5X 3'0=21. 9セン

チに対して、残る絃孔に段も近い山形先端が21.9セン

チに;(E')、一欽し、ハ ・ソの 2ft'l.暗が追加され9脊音

階が楽しめた。したがって 、也・界の古代官・楽史を単に

金内えるだけではすまない。撃をi変〈完鐙な理論楽

器 (琴の徽{ま理主総近似分数11J、山形は理論事1])が、む

しかしたら、ピタゴラス(-570年頃)や中国の管{中(-

-645i手}以前か同じ頃に、占代日本人によって計算さ
32708 

れ作戸れていたことになってしまった.なお、百冒す

zLは盟に当')， 1:11印は容易である.3'0'.18 
21を取 1)lUして.次の1三AAとして、ょの琴の持つ特

徴、琴1~の杓(IÎ を生かして、 L~ さ 60センチ、編30セン

チはどの薄い;1.板を 4附の脚で浮かした号事桜を作り、

その上に来せて';Uiくと、 TT-;立がJrlw.lさ 11'8ユfn柔らか

くなリ、現代の楽日誌と協お;(/H.>I~るほどのものとなった。

厚さ 1センチの‘内反だけを牒の上に来せその上で、あ

るいはi位、体の 1-.1ニ采せて1Jjlいてみたが、廷は少なく

泣かな告を山してくれた。このjltでもできる「縄文の

容J を作って試すのもー興でしょう。その場合、絃を

1 \むらして目 (1'''' 'ì~'I'::j を f!J\てから、糸をそのままゆるめず

に 4図ほど突起にJ.Bさ付けるまでが首位しら、。第 l絞と

第2絃lま太めの 2の糸を依ったほうが良い。

説明をもどすと、:広島U.'i~とからl!}た刀法で rへラ状

木翌日品J の4絃を，i持1-2に，狗絃、間Jjlc*-主管に加えて、

琴の徽 Othii斤)に当る山lf~文様の先立治位置を押えて行

ItI;f、すでに述べたように、完全121史、ド ・レ ・

ソ ・ラ ・ド・レ・ハ ・ソ(砂動ド)のtW'1苦階が得られ、
琴のように世jiいて ffW~ を返さしむニとができる。そして、

昭初41-1手山口県下IMl，li後fJ(...f:郷台i立跡の詠生時代前期

放絃i乏で作る音階、 51主の作て・，.炊い i~ していたのであ

ろう。終リに、 'J(~なことだが、-1~j.u例の勾lñî闘が伏

〈、女:j:設のi町，11，があるうえに品n鈴Ifaなので琴性は立て

にくい。したがって琴(さん)としたほうがふさわし

いことを巾し添えておく 。

ところで、*~Ií;tl:l'J i相l遺跡から別に小'\'1の「へラ :1北木

製品J が，' ~'，ょした。会以 16 . 7センチ、放火111[.\ 3.3セン

チ 、 l写さ 6 ミリで、 ìil1~~， 1診の勾l(rÎ に 3 糸の際線(管楽

聖世論系数にi対i系はなかった)を刻lみ、 2突起と ls訂lに

i委=IL(絃孔) lil~1 をもっ.別に、，jíJJ乙三i'f{~県納所i立跡

の報bq?を見ると、全U:35センチ、 j比大船 7.2センチ、

厚さ i センチほどで、 2'突起と屯~{t にj盆孔 1 例を L つ

r用途不明木製Ifl，No.31Jがあった.l'iJ遺跡出土で、縄

文時代の文様を忽わせる 3角イしと 3角挟リ、彫刻l線を

もっ前記、 「学Jfa木製品N0.20Jを考え合わせるとき、

これの塁手としての可能性を湾定できない。したがって、

それぞれ透干しに集めた 4絞を駒(竜角)で浮かせ、突

起に巻き付It、，iltl-2に訓絞すれば、手柱を用いな

いことを特徴とする、 r縄文の琴」と「弥生前期の琴」、

4絃琴が新たに:!l.l}/.する.

以上で本，論文を閉 じることにした.今閉めi潟伐研究

に当リ、芝ILJはにわ t~v.物館館 iとの浜名 lt.永氏、 i鋒riV~

文化財保必|励会のj長1，Jt{栄町I1乏をはじめ、作J1l!.のJ:.'lli滋文

化財センタ一、的物自立の白11~子泊:を'1!f. た . i，世話になっ

た皆様にお干しをqJし 1:げる。

(IL!U 庄司)

i主

① j長成保明 r 11i1tの勾 ・1制兵i立町、などのi立!日をめ

ぐってJ (r月刊文化I!~'J 169-'，J 1977. 10) 

② 来附 ゾミ ・武IIυ¥¥$彬"川!;(本興 ri有)j釜rfli古跡

出土の古t]lll寺代学J (r号古'γ:制t芯』第72巻第 4

号 1987. 3) 

③ i手辺成段 吋口洋の他明-:lLI二品を中心tこJ (才能

楽会 56. 57， 58号 1981. 7 1982. 12 1984. 5) 

@森盟 F弥'色の午J (お3文明社 1973. 4) 

の縦穴から発比された卵形の土筒、全長 7.6センチ1; ⑤ 山口庄司 『能IT燃の研究 ・J1l!.)jと中央J (背

ど6穴、悶8があって、弥生前期人が7つの音舵変化 楽之友社 1987. 3) 

のある管楽会楽しんでいた ζ とら健かなのである。し

かし、今までi凋べてきた弥生、 15m:から歴史時代に至

る Fやまと匁」を々えるとき、 J必本(様準)的には凶

⑥ 山口I.t司 r日本伝統IT階のfilf'1!:J (r臼本の15

階」東洋音楽学会(巡，'}) 1干潟之友社 1982. 1) 

⑦ w水制τ: r Ji!.川jit糊:J ( '1'央公必災術出版1959)
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